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 2019 年 7 月 27 日（土）13：30～17：00 

 日本大学法学部 10 号館 1 階 1011 教室 

東京都千代田区神田三崎町 2-3-1（JR・三田線水道橋駅から徒歩 3 分） 

 地区防災計画学会、ソーシャル・キャピタル研究会 

 情報通信学会災害情報法研究会 

 一般財団法人関西情報センター 

 コミュニティ防災やソーシャル・キャピタルに興味のある方 

（要事前申込・入場無料・定員（約 200 名）に達した場合は先着順） 

  

 地区防災計画学会事務局 事務局次長 坊農豊彦 

    540-6305 大阪市中央区城見 1-3-7 松下 IMP ビル 5 階 

一般財団法人関西情報センター気付 

TEL:06-6809-2142  MAIL:info@gakkai.chiku-bousai.jp  

7.27 
2019 年 6 月に新潟・山形地震が発生し、改めて、地域コミュニティや企業による共助や

地区防災計画づくりの重要性が指摘されています。 

本シンポジウムでは、過去の災害経験を踏まえて、コミュニティ防災の効果や問題点に

ついて検討するとともに、ソーシャル・キャピタルの研究者である稲葉陽二日本大学法学部

教授に議論に加わっていただき、コミュニティのソーシャル・キャピタルとの関係を含めて、地

区防災計画づくりの在り方について考察を行う予定です。 

 


